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1Ea-2ジュルナル･デ･ゲーム･エ･デ･モード誌にみる20世紀初頭のフフVション(第４報)

　　　　―ジaルジ:x ■バルビエー

　　　　共立女大家政　　○mf正子　研谷悦子　伊藤紀之

　目的「ジュルナル･デ･ターム･エ･デ･モード」(1912-1914)は. 20世紀初頭のヨーロッ

パの文化，芸術の中心人物たちによってパリで発刊された。40名以上のアーティストによ

る計186枚のプレー－トは，エッチングにボショワール彩色の精巧なもので，さまざまな生

活のシーンが描写されている。本研究では，本誌のアーティストで個性的な描写スタイル

で活躍したジョルジュ･バルビエ（1882-1932）について考察する。

　方法　バルビエが描写した本誌のプレート及び他の作品をたどり，さらに文献調査とあ

わせて解析してゆく。

　結果　バルビエは1911年頃から没するまでの約20年間，フランスを中心にグラフィック

　アートの分野で活躍した。美術学校時代から，ギリシ■t ,エジプト，中国，日本などの

美術品。またロシアバレーに熱中する。そしてポワレやルバーブらとの出会いでファッシ

ョンイラストへの興味をかりたてられ，劇芸術では，作家に追随しないアーティストとな

る。本誌では創冊号も含み最も多い29枚のプレートを担当し，アール･デコの香り高い異

国趣味を描写した。本誌はバルビエの初期の作品で，まもなく独自の世界へと発展させて

ゆく契機になったと言えよう。

1 Ea－3 服飾の美意識　一近世を主にｰ

　　　　　　　　　　　大妻女大家政○金高　薫 吉岡　徹

　目的　日本において近世は、特徴的美的表現が発展を遂げた時代でもある。町人階級の

富やエネルギー、文化、風俗の趣味が複雑多様に絡み合い、そこには、洒脱な美意識が生

まれた。服飾は、単に形態変化するだけでなく、様々に変化する社会現象とともに、それ

に携わった一流の文化人、芸術家との相乗効果によるものといえる。今回、そのような時

代に活躍した尾形光琳の作品を基に服飾の美意識について考察した。

　方法　『「いき」の構造』、『日本染色文様集』、『日本の文様』の参考資料より関係

する色と文様を選出し、いき、すい、わび、さびについて検討した。

　結果　近世の色彩は、自然感情と色彩感情を豊かに盛り込んだ、いわゆる色気のある、

味わい深い色を基調とする茶系統力｛多く見られた。そして、尾形光琳の考案した文様“梅”、

　“波”などは、町人の服飾表現に多く見られ、日本の美意識“いぎに通じるものが伺え

た。それが後年の、日本の美意識の基準の一つになったとも思われた。
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